（各課様式１）

予算要求資料
令和２年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　項：医務費　　目：健康増進対策費
	事業名　口腔保健推進事業費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　健康福祉部　医療福祉連携推進課　在宅医療福祉係　電話番号：058-272-1111（内26247 ）

　　　　　　　E-mail： c11230@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　        　 1,050千円（前年度予算額：1,050千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	1,050
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,050

	要求額
	1,050
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,050

	決定額
	1,050
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,050


２　要求内容

（１）要求の趣旨（現状と課題）

・令和元年７月に「岐阜県民の歯・口腔の健康づくり条例」が改正され、県が実施する基本的施策として「歯・口腔の健康づくりに関する情報の収集及び提供並びに正しい知識の普及啓発を推進すること」が新たに位置づけされた。
・「歯科口腔保健の推進に関する法律」や「岐阜県民の歯・口腔の健康づくり条例」の「歯・口腔の健康づくり計画」等に基づき、口腔保健の推進を通して全身の健康増進を図り、県民の保健医療福祉の向上に寄与することを目的として、岐阜県歯科医師会が実施する口腔保健推進事業に対して補助する。
　・なお、本事業は本来は県が行う事業として岐阜県副知事が会長を務める岐阜県口腔保健協議会が実施してきたが、平成21年度から岐阜県歯科医師会が実施することとなり、補助をしている。
（２）事業内容
　【補助対象者】　　岐阜県歯科医師会
【補助対象事業】　・普及啓発：歯と健康の県民フォーラムの開催（年１回）
　　　　　　　　　・研修会：口腔保健指導者研修会の開催（年１回）
（３）県負担・補助率の考え方

　・岐阜県公衆衛生向上対策事業費補助金交付要綱
　・補助率10/10　
　
（４）類似事業の有無
  ・無

３　事業費の積算内訳

	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	1,050
	県民フォーラム、口腔保健指導者研修会開催等に対する助成

	合計
	1,050
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項

（１）各種計画での位置づけ

　・第７期岐阜県保健医療計画　歯科保健医療の役割
　　「乳幼児期や学齢期のむし歯予防、成人期の歯周病予防、高齢期の歯の喪失防止を
進め、県民の「8020」の達成を目指し、食べる喜びや噛むことへの満足など、QOL
（生活の質）の向上を図ります。」
「成人期・高齢期の歯周病予防のため、県民自らが日常生活における歯科保健行動
の習慣づけが確立できるよう、関係団体等と連携して普及啓発に努めます。」

　・第３期岐阜県歯・口腔の健康づくり計画　
　　「歯と口腔の健康管理について、県民が正しい知識を持ち、自ら積極的に取り組め
るよう、一層の普及啓発を推進します。」

　　「8020運動を推進し、歯と口腔の健康づくりに必要な知識の普及啓発を行います。」
　　「歯科医療等業務従事者やその他保健医療従事者等の資質向上のための研修を充実
　　　します。」
　　「口腔機能の知識の普及と人材の育成を推進します」
（２）事業主体及びその妥当性
　・県民に対して歯科口腔保健の情報提供や正しい知識の普及をしたり、歯科保健指導を実施する担当者に対して研修会等を開催することは、県民の健康増進につながり、
　　県の事業として妥当である。
県単独補助金事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業

	■  継続要求事業


	補助事業名
	口腔保健推進事業費補助金

	補助事業者（団体）
	岐阜県歯科医師会
（理由）最新の歯科医療に関する知識と、臨床現場におけるニーズを把握し、普及啓発、研修会の内容に反映させることが出来る団体であるため。

	補助事業の概要
	（目的）県民の保健医療福祉の向上に寄与する
（内容）普及啓発：歯と健康の県民フォーラム開催

　　　　　　　　　8020運動推進

　　　  研修会：口腔保健指導者研修会

	補助率・補助単価等
	定額・定率・その他（例：人件費相当額）
（内容）県民公開フォーラムの運営費

　　　　口腔保健指導者研修会運営費

（理由）普及啓発、研修会の講師を専門知識、技術を有した有識者に依頼するため。

	補助効果
	県民への保健医療福祉の向上

	終期の設定
	終期令和２年度
（理由）継続的な事業実施が望ましい。


（事業目標）

	・終期までに何をどのような状態にしたいのか

県民への歯科口腔保健思想の普及啓発、歯科医療や歯科保健指導の実施者への情報提供、研修等を行い、歯科口腔保健を推進する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
(H30年度末)
	目標
(R2年度末)
	目標
(終期)

	①歯と健康の県民フォーラム参加者数
	300人
	300人
	300人

	②口腔保健指導者研修会参加者数
	257人
	300人
	300人


	
	H28年度
	H29年度
	H30年度
	H31年度
	H31年度
（要求）

	補助金交付実績
	1,050千円
	1,050千円
	1,050千円
	1,050千円
	(要求額)
1,050千円

	指標①目標
	300人
	300人
	300人
	300人
	300人

	指標①実績
	350人
	280人
	300人
	(推計値)
	(推計値)

	指標①達成率
	117％
	93％
	100％
	(推計値)
％
	(推計値)
％

	指標②目標
	150人
	150人
	150人
	300人
	300人

	指標②実績
	276人
	298人
	257人
	(推計値)
	(推計値)

	指標②達成率
	184％
	199％
	171％
	(推計値)
％
	(推計値)
％


（前年度の成果）

	県民に対して、歯科口腔保健の普及啓発等、歯・口腔の健康づくりにつながる行事の積極的な開催ができた。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
保健・医療・福祉のみならず地域や市町村関係者への歯科口腔保健に対する理解を深め、地域に密着した活動を展開する必要がある。


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	県民に対して歯科口腔保健の情報提供や正しい知識の普及をしたり、歯科保健指導を実施する担当者に対して研修会等を開催することは、事業の必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている

△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	県民に対して健康をテーマとした講演会を開催することは、様々な年代層を対象に歯科口腔保健思想の普及をすることができた。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	講演会や研修会等の開催時期や場所等の配慮をしながら、より多くの集客が得られるよう工夫し、事業の目的を達成している。


（事業の見直し検討）

	　県民フォーラムの参加者は年々増加しており、県民が歯科口腔保健に関し、関心を高めるため、引き続き継続していく必要がある。また、本事業は、岐阜県副知事が会長を務める岐阜県口腔保健協議会の事業である


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）

	継続・削減・統合・廃止

（理由）

　今後も県民が歯・口腔の健康づくりに関心や理解を深めてもらえるような機会をつくり、歯科保健医療サービスの充実を目指して取組む必要がある。


